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【誤訳訂正書】
【提出日】平成31年2月8日(2019.2.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　ステップ１３３０において、ＵＥは、ＵＥが使用することが可能であったＳＡに関連す
る現有の、または、残りのリソースの数量に基づいて、スケジューリング要求を送信する
か、または、データに関連するＢＳＲをトリガーするかどうかを決定する。好ましくは、
ＵＥは、データに関連するＢＳＲをトリガーしない。あるいは、好ましくは、ＵＥは、デ
ータに関連するＢＳＲをトリガーする。しかし、ＵＥは、基地局(ＢＳ)に、トリガーされ
たＢＳＲに関連するスケジューリング要求（ＳＲ）を送信しない。任意の状況において、
残りのリソースは、残りのすべてのバッファされたデータを運ぶのに十分なので、最終の
ＵＥ動作はＳＲを送信しない。トリガーされたＢＳＲはＳＲをトリガーしてもよいので、
その後、トリガーされたＢＳＲを送信するためのＵＬグラントを要求するために、トリガ
ーされたＳＲを送信することはないということが予測される。一般的には、高優先データ
到達、または、空状態から非空状態、または、ある別の特定の状況から利用可能なデータ
のために、ＢＳＲがトリガーされるとき、ＵＥは、ＢＳＲによりトリガーされたＳＲを送
信して、ＵＬグラントを要求する必要があり、且つ、ＵＥは、ＵＬグラントを用いて、Ｂ
ＳＲを送信する。しかし、この特殊な状況では、何も発生しない。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　ステップ１４４０において、ＵＥは、ＵＥが使用することが可能であったＳＡに関連す
る残りのリソースの数量に基づいて、第二スケジューリング要求を送信するか、または、
データに関連するＢＳＲをトリガーするかを判断する。好ましくは、ＵＥは、データに関
連するＢＳＲをトリガーしない。あるいは、好ましくは、ＵＥは、データに関連するＢＳ
Ｒをトリガーする。しかし、ＳＡに関連する残りのリソースの数量はデータを収容できて
、ＢＳＲ解除を生じるので、ＵＥは、基地局に、トリガーされたＢＳＲに関連する第二Ｓ
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Ｒを送信しない。任意の状況において、残りのリソースは、残りのすべてのバッファされ
たデータを運ぶのに十分なので、最終のＵＥ動作はＳＲを送信しない。トリガーされたＢ
ＳＲはＳＲをトリガーしてもよいので、トリガーされたＢＳＲを送信するためのＵＬグラ
ントを要求するために、トリガーされたＳＲを送信することはないということが予測され
る。一般的には、高優先データ到達、または、空状態から非空状態、または、ある別の特
定の状況から利用可能なデータのために、ＢＳＲがトリガーされるとき、ＵＥは、ＢＳＲ
によりトリガーされたＳＲを送信して、ＵＬグラントを要求する必要があり、且つ、ＵＥ
は、ＵＬグラントを用いて、ＢＳＲを送信する。しかし、この特殊な状況では、何も発生
しない。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　ステップ１５３０において、ＵＥは、データに関連するＢＳＲをトリガーする。ステッ
プ１５３５において、ＳＡに関連する残りのリソースの数量はデータを収容できるので、
ＵＥはＢＳＲをキャンセルする。ステップ１５４０において、ＵＥは、第三タイミングで
、残りのリソースによりデータを送信し、ここで、第三タイミングは第二タイミングより
遅い。任意の状況において、残りのリソースは、残りのすべてのバッファされたデータを
運ぶのに十分なので、最終のＵＥ動作はＳＲを送信しない。トリガーされたＢＳＲはＳＲ
をトリガーするので、たった今トリガーされたＢＳＲを取り消すことが予測される。その
後、もちろん、どのＳＲもトリガーしない。ステップ１５３０と１５３５を参照すると、
ＢＳＲがトリガーされ、その後、取り消され、ＵＥは、実際には、(たとえば、ここで、
意図的に何もしないといったように)いずれかのBSRを送信するためのULグラントを要求す
るいかなるＳＲも送信しないであろうということが記述されている。一般的には、高優先
データ到達、または、空状態から非空状態、または、ある別の特定の状況から利用可能な
データのために、ＢＳＲがトリガーされるとき、ＵＥは、ＢＳＲによりトリガーされたＳ
Ｒを送信して、ＵＬグラントを要求する必要があり、且つ、ＵＥは、ＵＬグラントを用い
て、ＢＳＲを送信する。しかし、この特殊な状況では、何も発生しない。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　好ましくは、ＵＥは、ＵＥが使用することが可能であったＳＡに関連する現有の、また
は、残りのリソースの数量に基づいて、第二スケジューリング要求を送信するか、または
、データに関連するＢＳＲをトリガーするかどうかを決定する。あるいは、または、追加
として、好ましくは、ＵＥは、データに関連するＢＳＲをトリガーしない。別の方法とし
て、あるいは、または、追加として、好ましくは、ＵＥは、データに関連するＢＳＲをト
リガーする。しかし、ＳＡに関連する残りのリソースの数量はデータを収容でき、ＢＳＲ
解除を生じるので、ＵＥは、基地局に、トリガーされたＢＳＲに関連する第二ＳＲを送信
しない。残りのリソースは、残りのすべてのバッファされたデータを運ぶのに十分なので
、任意の状況において、最終のＵＥ動作はＳＲを送信しない。トリガーされたＢＳＲはＳ
Ｒをトリガーしてもよいので、トリガーされたＢＳＲを送信するためのＵＬグラントを要
求するために、トリガーされたＳＲを送信することはないということが予測される。一般
的には、高優先データ到達、または、空状態から非空状態、または、ある別の特定の状況
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から利用可能なデータのために、ＢＳＲがトリガーされるとき、ＵＥは、ＢＳＲによりト
リガーされたＳＲを送信して、ＵＬグラントを要求する必要があり、且つ、ＵＥは、ＵＬ
グラントを用いて、ＢＳＲを送信する。しかし、この特殊な状況では、何も発生しない。
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